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 要  旨 
近年、インターネットの普及や地上波デジタル放送の開始に伴い、一般人がデジタル映像を楽
しむ機会が増加してきている。しかし、デジタルメディアの基本的な特徴であるインタラクティ
ブ機能については、リアルタイムでのアンケート集計や通信販売商品の購入と言うように一部の
領域に限定されており、いまだインタラクティブな要素が十分とは言えないというのが現状であ
る。 
そこでより自由度の高い新しいインタラクティブサービスとして、動画像中の人物やアイテム
を任意にクリックすることで、それらの関連情報を視聴者が手軽に入手できるような仕組みを考
えたい。 
本研究では対象を衣類、携行品などの商品に絞り、動画像中の商品の物体領域をクリックする
ことでその商品のショッピングサイトにアクセスできるようなシステムの実現を考える。このシ
ステムの実現にはユーザ(動画提供者)が動画中の物体領域に対してタグ(商品名やショッピングサ
イトの URLなどの情報)付けをする必要があるが、タグ付けを支援するシステムとして我々のグ
ループが開発した MultiMediaEditor がある。このシステムでは動画中の任意のフレームにおけ
る商品の物体領域をユーザが指定し、自動で物体を追跡し、抽出された物体に対しタグ付けをし
て保存する。しかし、このシステムには処理時間や使い勝手に問題があるため本研究では
MultiMediaEditorの改良を試み、よりユーザの使いやすいシステムを目指した。 
処理時間の削減とユーザ負担を軽減させる手法を提案し、実験で評価した。物体抽出に要する
処理時間の削減には LazySnappingよりも高速な切り絵を採用し、物体追跡に要する処理時間の
削減には線の間引きと復元を行う手法を提案し、評価実験によりそれぞれユーザの負担を増やす
ことなく高速化されたことが確認された。 
また、追跡ミスが追跡線の領域内にある画素の分散によって起こることを利用し、追跡ミスの修
正を分散した画素から近似曲線を描くことで自動的に修正を行う手法を提案した。また、分散の
激しいフレームに対しては前のフレームにおける線や画素を利用することで対処する手法を提案
した。評価実験により、これらの手法を組み合わせることでユーザ負担を軽減させることができ
たことが確認できた。ただし、ユーザ負担を増やさないために、修正結果を採用するか否かの最
終的な判断はユーザが下せるようなインタフェースとした。 
今後は、半自動修正の成功率向上を目指す。 
